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・ １月のユーロ圏の銀行貸出調査（調査時期は昨年12月13日～１月９日）は、過去３ヶ月に企業向けの

融資基準を「厳格化」したとの回答割合が「緩和」したとの回答を引き続き上回ったが、「厳格化」

と「緩和」の回答の差（数字が低い方が改善）は前回：＋4.6→今回：＋2.2に低下し、厳格化の度合

いは縮小傾向にある（左図）。先行きは、過去３ヶ月：＋2.2→今後３ヶ月：＋0.3に一段の改善を見

込んでいるが、４年振りに緩和の回答が上回った前回調査（▲4.7）からは悪化した。 

・ 企業規模別の融資基準判断は、中小企業向けが前回：＋3.5→今回：▲3.4→先行き：▲8.6、大企業向

けが前回：＋5.0→今回：＋2.4→先行き：＋2.3と何れも改善を見込むが、とりわけ中小企業向けの改

善が目立つ。融資期間別には、短期資金が前回：＋3.4→今回：▲1.5→先行き：▲5.4、長期資金が前

回：＋4.6→今回：＋4.6→先行き：＋2.0と、短期資金が改善を牽引している。 

・ 過去３ヶ月の企業の資金需要は、「増加」の回答が「減少」を下回っているが、減少の超過幅が前

回：▲11.8→今回：▲9.8に一段と縮小した（右図）。今後３ヶ月の資金需要は、６四半期振りに増加

超に転じた前回：＋2.2→今回：＋10.5に一段と拡大した。先行きの資金需要回復を見込んでいる。 

・ 金融環境の改善を受け融資基準の厳格化の度合いが後退している。大企業向けの出遅れが目立つのは、

銀行包括査定の対象となる大手行が、融資基準の緩和に消極的なことを反映している可能性。査定対

象となる2013年12月末を経過したことで、数四半期以内に融資基準は緩和超に転じる公算が大きい。 
■ユーロ圏：銀行の融資基準 ■ユーロ圏：銀行の資金需要

出所：欧州中央銀行 出所：欧州中央銀行
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■ユーロ圏の銀行貸出調査

2011 2012 2013
2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q

融資基準 企業全体 過去3ヶ月 2.4 16.1 34.8 9.5 9.8 14.6 12.9 7.4 6.0 4.6 2.2

今後3ヶ月 6.6 22.0 25.2 2.2 9.8 12.7 14.9 6.5 1.4 -4.7 0.3
中小企業 過去3ヶ月 3.5 13.8 28.1 0.8 6.1 11.0 12.4 7.1 6.0 3.5 -3.4
大企業 過去3ヶ月 3.0 18.6 43.7 16.6 16.4 16.9 14.6 4.1 3.2 5.0 2.4
住宅ローン 過去3ヶ月 9.1 18.3 29.1 17.4 12.7 12.7 17.9 14.1 6.9 2.5 -1.3

資金需要 企業全体 過去3ヶ月 4.1 -8.1 -4.9 -30.4 -24.5 -27.6 -25.7 -24.3 -18.1 -11.8 -9.8
今後3ヶ月 8.0 -19.3 -21.0 6.5 -8.1 -9.6 -10.9 -3.6 -0.8 2.2 10.5

注：融資基準は「厳格化」－「緩和」と回答した割合の差。資金需要は「増加」－「減少」の差。
出所：欧州中央銀行  


